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Ⅰ 本校の教育目標 

 【自立】 自分で考え、判断行動し、自らの言動に責任がもてる生徒 

 【協創】 個性や考えの違いを認め合い、協働して、新たな価値を創造する生徒 

 【信頼】 責任をもって最後まで取り組み信頼される生徒 

      相手の気持ちを考え行動し、仲間に信頼される生徒 

 

Ⅱ 目指す学校像 

第七中学校と第九中学校の統合により、これまでよりも多くの友達や教員、広が

った通学区域の地域の方々など多様な人々と接し、力を合わせて活動に取り組むこ

とで、生徒一人ひとりが多 面的・多角的な視点をもつことができる学校を目指す。 

また、これからの予測困難な時代において、自分自身の芯をもち、どんな時でも

柔軟に対応することができるよう、生徒一人ひとりの個性や特性を大切にする学校

を目指す。 

さらに、これまで両校が大切にしてきた、家庭を含めた地域との連携や協力に基

づいた教育活動を引き継ぎ、発展させていく学校を目指す。 

１ 生徒が多様なひとびとと出会い、協働して新たな価値を創造する学校 

 (生徒を中心とした視点)  

２ 生徒一人ひとりの豊かな可能性を引き出し、しなやかに生きる力をはぐくむ 

学校 (教職員を中心とした視点）  

３ 地域とともに育ち、地域に支えられ、地域を支える学校 

 (地域を中心とした) 

 

Ⅲ 目指す教師像 

 １ 教育に対する熱意と使命感、子供に対する愛情をもつ教師 

 ２ 豊かな人間性と温かい心、思いやりのある教師 

 ３ 組織人として責任感と協調性をもち、学び合い、学び続ける教師 

 

Ⅳ 目指す生徒像 

 １ ひとりひとりが人任せにせず、自ら考え自主的に行動する生徒 

 ２ 複数人で力を合わせ、新たな価値を創造する生徒 

 ３ お互いに遠慮なく助けを求められる関係性を築く生徒 

 



Ⅴ 学校経営の基本方針 

心の耐力と協働する力を土台とする「挑戦～心豊かに～」を学校生活の指針とし、

変化の激しい社会、多様な社会に柔軟に対応する力をはぐくむ。 

第七中学校と第九中学校の７８年の伝統ある歴史を最初の歩みにつなぐ。 

カリキュラムマネジメントの考えを基に、教育内容の質の向上を目指して教育課

程を編成・実施し、評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立する。 

  （調査（Ｒ）を大切に） 

・計画（Ｐ）段階でひと工夫又は改善を入れる。 

（例年通りでは後退、ひと手間かける） 

  ・起案者が分掌主任に相談する。または学年会・分掌部会で検討する。 

  ・実行（Ｄ）は、生徒の自立、社会貢献を目指すことを目的とする。 

  ・評価（Ｃ）を、現状の成果と課題を把握する機会とし、実施後すぐにアンケー 

ト等の実施及び検討をする。 

  ・改善（Ａ）は年度途中でも実践できることはする。 

（共有（Ｓ）する） 

１ 生徒が多様なひとびとと出会い、協働して新たな価値を創造する 

  ①ダイバーシティを実現し、関わりを大切にした学習活動の充実 

  ②豊かな心を育成する人権教育、道徳教育の推進 

  ③実社会で生きる力をはぐくむ自発的、自治的活動の推進 

２ 生徒一人ひとりの豊かな可能性を引き出し、しなやかに生きる力をはぐくむ 

  ①ウェルビーイングを実現する、生徒も教員も活力あふれる教育活動の充実 

  ②学ぶ意欲を高め、学びを深める先端技術の活用 

  ③国際社会で活躍する人材を育てる国際理解教育の推進、コミュニケーショ 

ン能力の育成 

  ３ 地域とともに育ち、地域に支えられ、地域を支える 

    ①地域運営を支える教育活動の推進 

    ②地域や社会の教育力を活用した小中連携、企業連携の推進 

    ③夢や希望をはぐくむキャリア教育や体験学習の充実 

  ４ 文部科学省研究開発学校としての取組を推進する 

    ①授業時数の１単位時間４５分間とした運用 

    ②生徒の学びや質の向上 

 

   

  

  

  



Ⅵ 具体的な取組 

「挑戦～心豊かに～」 

１ 学習指導 

①授業規律を大切にし、安全で秩序ある学習環境を整える。 

②本時の目標を明示し、学習に対する見通しや振り返りの機会を設ける。 

③「生徒にとってわかる・できる授業」を実践し、自己選択や自己調整しながら粘り 

強く取り組ませて、知識・技能等の基礎・基本の定着を図る。 

④学習用情報端末等の多様なＩＣＴ機器を効率的・効果的に活用し、指導の個別化な

ど指導方法や授業形態の工夫・改善に努める。 

⑤総合的な学習の時間等を活用して生徒自らが課題を設定し、解決に向けて情報を収 

集・整理・分析したり、協働したりする教科横断的な探究学習を実施する。 

⑥多様な他者と協働することによって、習得した知識及び技能を活用して思考力・判 

断力・表現力等を育成する。 

⑦計画的な発表活動やスピーチ、話し合い活動等を通して言語活動の充実を図るとと

もに、プレゼンテーション能力を育成する。 

⑧学年教員によるローテーション道徳等の指導体制を工夫し、道徳科の充実を図る。 

⑨東京都統一体力テストの結果を踏まえ、日常における健康や体力の保持増進、姿勢 

を意識させて、諸活動を通して体力の向上を図る。 

 

２ 生活指導・進路指導 

①全教育活動を通した道徳教育の充実を図り、道徳的な判断、心情、実践的な態度 

と意欲を育てる。 

②関わりと気付きを大切にして、意図的・計画的に生徒理解や実態把握に努める。 

③生活指導の情報（報告・相談・連絡）（第一報・完了報告）は全教職員が実践する。 

④問題行動の未然防止に努めるとともに、問題行動に対しては、早期発見・早期対応

など迅速・丁寧、組織的にチームで指導する。 

⑤教室や廊下等の環境美化や掲示物の工夫などにより学習環境を整える。 

⑥学級活動や生徒会活動、学校行事等の自治活動を通して、基本的な生活習慣を確立

するとともに、規範意識の向上を図る。 

⑦人権教育を推進し、いじめは絶対に許されない行為であるという心を育てる。 

⑧職業調べや職場体験、上級学校調べや上級学校の出前授業を通して、進路を選択す

る力を育成する。 

⑨特別支援教室等の実践や情報共有を通して、特別支援教育に対する理解を深め 

る。 

⑩不登校生徒に対しては、情報の共有を図るとともに、登校支援や居場所作りを行っ

ていく。 

⑩地域社会の人材等の講話や指導、体験学習など社会人から学ぶ機会を設ける。 



⑪キャリアパスポートを活用して自己理解を深めるとともに、将来の生き方を考えさ

せる活動を行う。 

⑫食育の推進を図り、健康の保持・増進に努める。 

     

３ 学校運営 

①心理的安全性を高めるとともに、学年や分掌のチーム力の向上に努める。 

②働き方改革の意識を高め、在校勤務時間の減少を目指す。 

③分掌主任会議、企画会議、学年主任・学級主任会議を活用して縦と横の連携を強め

るとともに会議の効率化に努める。 

④教科、道徳科、特別支援教育等の校内研修を通して、授業力の向上に努める。 

⑤道徳科の実践を通して、全教職員の道徳科の授業力向上を目指す。 

⑥安全指導・防災教育を通して、危険予測・危険回避能力を育成する。 

⑦福祉体験学習を通して、福祉社会に対する意識を高める。 

⑧学年だよりや学校だより、学校ホームページを活用して情報発信に努める。 

 ⑨教職員一人ひとりが勤務時間に対する意識を高めるとともに、効率的な会議運営や 

ペーパーレス化を組織的に推進する。 

⑩全教職員が服務事故防止の意識を高める。 

 

４ 特別活動・その他 

①学校行事において生徒が主体的に企画に関わり、自治的・自立的な心情や態度の育

成を図る。 

②自主的な生徒会活動を通して、生徒間の望ましい人間関係や社会の一員としての自

覚を養う。 

③望ましい学級や学年の集団活動を通して、協調性や規範意識を高める。 

④一人一役など、委員会活動や学校行事等の生徒が主体的に活動する場を多く設ける。 

⑤住区や町会、小学校主催の地域行事にボランティアとして参加させ、地域連携を推

進する。 

⑥全教職員が顧問となり、部活動の充実を目指す。 

 

５ 能力開発 

 ①生徒理解・状況把握に基づく生活指導の実践に努める。 

②学習用情報端末等の ICT機器を効率的・効果的に活用した授業力の向上を目指す。 

③適切に３観点の評価ができるように指導計画を立て、適正な評価、信頼される評価 

の実践に努める。 

④探究を取り入れた学習の実践に努める。 

⑤４５分授業の効果的な学びの実践に努める。 


